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８世紀の奈良平城京における重金属汚染
Heavy metal pollution in Ancient Nara, Japan, during the 8th century
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奈良東大寺の大仏には金メッキがされていた．金は水銀に溶け，これをアマルガムと呼ぶ．このアマルガムを大仏に
塗って，最後に火であぶって水銀を蒸発されると金メッキとなる．この時蒸発した水銀によって平城京が汚染され，その
ため遷都せざるを得なかったとの仮説があり，テレビなどでも時々放送されている．しかし，実際に奈良時代の土壌な
どの精密化学分析を私達が行った結果，水銀汚染は検出されず，平城京の市民に害がなかった事がわかった．また，銅
汚染については大仏殿周辺に限定されていた．しかし，鉛汚染については，平城京周辺に及んでおり，現在の汚染基準
以上の汚染も認められた．鉛同位体の分析より，鉛の起源は，大仏へ銅を供給した山口県秋吉台近傍に産するスカルン
鉱床，長登鉱山であることがわかった．古墳時代から平城京にかけては古代の大量消費型社会であるが，人々はこれか
らいろいろなことを学び平安京へ遷都した．平城京はいわゆる「エコシティ」で，遷都以降 1500年にわたって日本の都
として栄えた．
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